
６月２１日（水）９時から１０時、株主総会の

会場前で横断幕とのぼり旗を掲げて「日立懇２５

１号(質問状要旨掲載)」を８人で１０６(昨年７５)

セット手渡すことが出来ました。日立懇田中代表

は携帯ハンドマイクで訴えました。天候にも恵ま

れて良かったです。（宣伝行動は写真下）

株主総会は、１０時開会で１時間１５分で終了

となった。質問は延べ９名であった。

（１）成木さんは、６５歳以上の雇用について。

エンゲージメント向上のためには賃上げが重要だ

が、日立社会情報サービスでは、評価は５段階中

３段階までしか行わない。と質問した。＜回答＞

６５歳以降の雇用については、現在は企業の努力

義務。２０２４年の制度改定で決めていく。

（２）和田さんは、日立ＩＣＴビジネスサービス

で、評価を下げる労務管理、２７年間賃上げなし。

と質問した。＜回答なし＞

（３）馬場さんは、政治献金について。会社と労働

組合が一体となった組織ぐるみ選挙について。と質

問した。＜回答＞当社は、２０２２年は国民政治協

会（注：自民党）に３０３５万円？献金している。

業界団体と健全な関係で企業経営に係わる政策実

現のための活動。選挙は、労働組合や後援会がやっ

ていること。会社が選挙に係わることはない。勤

務時間中の選挙活動は、離席届けをして賃金は差

し引いて、労

働組合から支

給される。
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